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Ⅴ．特記事項 

 

1．日本女子体育大学×SDGs 
・本学では持続可能な社会の作り手となる女子学生を育成し送り出すという使命を掲げ、

SDGs17 目標のうち健康と福祉、質の高い教育、また、本学の特徴を活かしてジェンダ

ー平等、気候変動への対策、住み続けられる街づくり等に取り組んでいる。 
 
＜ジェンダー平等の実現＞ 
・全学科を対象として教養科目「ジェンダー論」を配置しているほか、年度初頭に行うオ

リエンテーション事業に啓発団体から講師を招き、3 年生全員を対象として LGBTQ 理

解を深める研修会を行っている。 
・女性であることや経済的な困難などにより、スポーツ・ダンス活動をはじめとする学生

生活への参加が妨げられないよう、オイテル株式会社と連携し、「学園創立百周年記念館」

1 階女子トイレに、生理用ナプキンを無料で提供するディスペンサーの設置作業を開始

した（令和 6(2024)年 5 月末に 6 台設置）。 
 
＜気候変動への対策＞ 
・PET ボトル使用量の低減：構内 PET ボトル回収状況を改善すべく、令和 3(2021)年 5 月

より株式会社 Kurita との連携で学内の 10台の冷水機に浄水器を付設してマイボトルの

使用を呼びかけている。 
・学内業務ペーパーレス化の取り組み：個人情報管理、機密情報管理を厳格にしつつ、各

種会議における資料の電子化や電子承認システムの導入を推進し、資源節約、業務の効

率化を進めている。 
 
＜住み続けられる街づくり：地域と連携した防災＞ 
・世田谷区ならびに世田谷区烏山地区の町会・自治会連合会との間で、震災等の大規模災

害発生時の支援協定を結び、区民・町民の安全確保のための一部の施設や備蓄資材の提

供などを行うことにしている。具体的な地域避難民への情報提供及び避難場所における

マネジメントについては、年度ごとに更新され、全学生並びに教職員で防災訓練（役割

の確認、備蓄資材の確認を含む）を行う指針としている「日本女子体育大学危機対応マ

ニュアル」で定めている。 
 
2．学内における情報共有 

・本学では、入試・広報課から「今日のニチジョ」として、毎日さまざまな情報が教職員

全員にメール配信されている。配信内容は、その日の行事や会議予定、各部署からのお

知らせ、学生の運動部活動結果の報告などである。「今日のニチジョ」によって大学内外

の最新情報が教職員に共有され、円滑な大学運営や学生指導に活かされている。 
 
  


